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震災後，二回目の春を迎えました。

私もこの一年，何度か福島，茨城

へ出張する機会がありました。

初めての機会は昨年六月で，電車

で近付くにつれ，ブルーシートを屋

根にかけた家が見られる様になりま

した。着いた駅周辺の道路は，破損

状況がひどく，通行止めの立て看板

やポールを数多く見かけました。そ

の後，訪れる度に道路は改修され，

先月訪れた際は，見違えるほど美し

く舗装されていました。復興を肌で

感じ，現地の人々の努力に感銘を受

けました。

しかしながらその反面，福島第一

原発周辺では，一年以上も手付かず

の状況が続いています。放射能とい

う見えない壁が復興を阻んでいるか

らです。また近年では，大豪雨など

の自然災害も増加しています。そう

いった場所での救出，復興作業は，

大変な危険を伴います。そこで，今

回紹介する「ロボット，無人化施工」

技術の活躍が期待されています。こ

れらの技術が早く発展し，一日でも

早く復興し，一人でも多くの人が救

われることを期待します。

最後に，今回，お忙しい中，ご執

筆頂いた皆様に，厚く御礼申し上げ

ます。

� （岡崎・原）

6 月号「ライフラインの復旧特集」予告
・災害時を考慮した地域モビリティの確保
・下水道地震・津波対策技術検討委員会の活動
・下水道管路施設における耐震化技術の有効性評価と今後の技術的課題
・地震時の交通機能確保に配慮した道路構造物の技術基準
・プローブデータから見えた道路ネットワークの課題
・分散型発電をはじめとしたエネルギー施設
・移動電源車による震災復旧活動
・東北地方太平洋沖地震に伴う霞ヶ浦用水施設の被災状況と応急対策の報告
・東日本大震災における SPR 工法・オメガライナー工法追跡調査
・地震時の液状化に対応したマンホール浮上防止対策技術
・仙台空港アクセス鉄道への震災復旧支援
・東日本大震災における仙台空港への初動対応と現場管理
・ユビキタス構造モニタリングによる構造安全性評価　
・鉄塔搭載型ユニット局舎（NETIS 登録技術 CG-110005）
・東日本大震災に活躍した「油吸着分解剤」
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